
　WHA コーポレーション社代表取締役会長兼グループのジャリーポーン・ジャルコーンサクンCEO、
Somyos Anantaprayoon財団関係者、WHAグループ社員らの立ち会いもと、Nikhom Sang Ton 
Eng School Rayong Province 9に対して屋上設置型太陽光発電設備と運動器具が納品しました。
　今回の寄付はWHAグループが主催する“Shine Brighter with WHA Project“の一環であり、クリー
ンエネルギーを活用して学校の光熱費を削減することでより多くの資金を教育へ投入できるようにするも
のです。
　“Shine Brighter with WHA Project“は、WHA工業団地周辺地域の市民の生活の質を向上
させるため、WHAグループとともにタイ人学生の健康と教育を支援する目的で設立されたSomyos 
Anantaprayoon財団によって運営されています。　

　寄贈式では、教室外での創造的学習を生徒らが体験。主な活動内容としては、清潔で安全な飲料水の
管理、クリーンエネルギー普及、消火訓練による事故対応、WeCycleプロジェクトの廃棄物管理、ソーシャ
ルメディアの利用、セクシュアル・ハラスメントの防止とタバコの危険などがあります。
　WHAグループでは、社会と経済の発展にはあらゆる分野での人材育成強化が必須との考えから、この
活動を継続していきます。WHAグループが最も大切とするのは「人類の進歩」です。サスティナブルな未来の
創造を目指す“WHA: WE SHAPE THE FUTURE“キャンペーンは人材育成なくしては叶わないのです。

WHAグループ
屋上設置型太陽光発電設備を学校に寄贈

　タイを代表する工業団地運営企業体であるWHAグループは、タイ工業団地公社
（IEAT）、タイ工業連盟（Federation of Thai Industries）、水環境研究所（Water 
and Environment Institute for Sustainability）の３者共催によるタイ最大級
の環境イノベーション会議・展示会「エコ・イノベーション・フォーラム2023」において
６つの工業団地がエコインダストリアルタウン賞を受賞する快挙を遂げました。この
展示会は"MIND INSPIRE for Eco 2023"というテーマの下で開催されたもので、
WHAグループの環境問題への取り組み、サスティナブルな開発促進を目的とする
革新的技術が評価されました。授賞式はBITEC （バンコク国際貿易展示場）で行わ
れました。
受賞した工業団地は以下の通りです。

１． エコ・エクセレンス部門 : WHA チョンブリ工業団地 1 
２． エコ・エクセレンス部門：WHAイースタン工業団地（マプタプット） 
３． エコ・チャンピオン部門：WHAイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン） 
４． エコ・チャンピオン部門：WHAチョンブリ工業団地2 
５． メンテナンスシステム部門：WHAイースタン・シーボード工業団地2  
６． メンテナンスシステム部門：WHAイースタン・シーボード工業団地1

　WHAグループでは長年、ビジネスの発展と環境保護に真剣に向き合ってきまし
た。当社が掲げる「サスティナブルな成長のための究極のソリューション」を通して、こ
れからもサスティナブルで繁栄する社会の創造に努めて参ります。
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ど
、
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T
H
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T
U
R
E
キ
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ン
ペ
ー
ン
」
の
戦

略
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
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ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
、
工
業
開
発
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ

ィ
＆
パ
ワ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
を
活
用

し
、
タ
イ
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
未
来

を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
2
0
2
3
年
上
半
期
に
は
全
ビ
ジ

ネ
ス
ハ
ブ
が
好
調
な
業
績
を
達
成
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
2
0
2
3
年
の

最
終
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
略
計

画
が
今
回
開
示
さ
れ
ま
し
た
。
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・
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ス
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サ
ー
キ
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
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成
功
を
背
景
に
、
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掲
げ
た
2
0
2
4
年
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
企
業
に
な
る
と
の
目
標
達
成
も
確
実

視
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れ
て
い
ま
す
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に
つ
い
て
、
タ
イ
経
済
の
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
な
成
長
と
い
う
究
極
の
目
標
に
向

け
、
国
家
の
繁
栄
、
人
々
の
キ
ャ
リ
ア

と
収
入
の
機
会
、
生
活
の
質
（
Q
O
L
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と
社
会
の
向
上
を
創
造
す
る
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
同

氏
は
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ら
に
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
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、

4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
に
構
築
さ
れ
て

い
る
強
固
な
エ
コ
シ
ス
テ
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用
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新
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ビ
ジ
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ソ
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シ
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開
発
し
、
投
資
家
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産
業
界

に
対
し
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ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創
出
。

そ
の
う
え
で
、
タ
イ
の
競
争
力
を
高
め
、

世
界
の
投
資
家
か
ら
「
世
界
最
高
の
投

資
先
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
努
力

す
る
と
強
調
し
ま
す
。
外
国
直
接
投
資

（
F
D
I
）
の
誘
致
は
、
タ
イ
の
経
済
効

率
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
推
進
す

る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
の
こ
と
で
す
。

　
「
W
H
A
:
W
E
S
H
A
P
E

T
H
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F
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コ
ン
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ト
は
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
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創
業
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来
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長
年
に
わ
た
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実
践
し
て
き
た
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
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と
な

る
こ
と
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
の
事
業
方

針
と
一
致
し
ま
す
。
達
成
の
た
め
の
枠

組
み
と
し
て
、
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れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
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略
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な
人
的
資
本
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ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
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ー
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ョ
ン
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然
資
源
保
護
を
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と
し
て
、

企
業
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す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
た
め
長
期
的
に
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

な
価
値
と
成
長
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
一
方
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
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、
9
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プ
ロ
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ェ
ク
ト
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ら
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る
「
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n
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継
続
し
て
推
進
し
、
2
0
2
4
年
に
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
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と
な
る
べ
く
、
新
た

な
製
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ー
ビ
ス
の
創
出
、
組
織
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労
働
力
の
強
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て
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ま
す
。
現
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し
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デ
ジ
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ー
シ
ョ
ン
「
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よ

り
幅
広
い
健
康
サ
ー
ビ
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を
提
供
し
ま

す
。
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
自
分
の

健
康
記
録
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、

医
療
専
門
家
と
の
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る

診
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・
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な
ど
総
合
的

な
健
康
管
理
が
で
き
ま
す
。
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ー
キ
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エ
コ
ノ
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︱　

各
事
業
拠
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
に
と
り
最
も
有
益
な
資
源
の
利

用
を
促
進
し
、
作
業
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
作
業
効
率
と
生
産
性
を
向
上
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
を
廃
棄
物
発

電
所
に
供
給
す
る
な
ど
工
場
か
ら
排
出

さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
を
別
の
工
場
の
原

材
料
と
す
る
こ
と
で
企
業
に
と
り
採
算

が
と
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
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に
つ
な

が
る
ア
イ
デ
ア
を
収
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し
ま
す
。

2
0
2
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年
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、
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H
A
グ
ル

ー
プ
は
総
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び
利
益
シ
ェ
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が
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億
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ー
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前
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比
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％
増
）、

純
利
益
が
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億
9
,
0
0
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ツ

（
同
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％
増
）
と
な
る
な
ど
、
素
晴
ら
し

い
業
績
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
の
成
長

は
、
4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
す
べ
て
に

わ
た
る
好
調
な
業
績
を
反
映
し
た
も
の

で
、
特
に
産
業
開
発
事
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が
予
想
を
上

回
る
業
績
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
同

社
は
2
0
2
3
年
度
末
の
目
標
値
を
年

初
設
定
か
ら
上
方
修
正
し
ま
し
た
。

　
「
下
半
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は
経
済
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が
明
る
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方
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へ
向
か
う
と
予
想
さ
れ
、
2
0
2
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年

末
の
業
績
目
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達
成
で
き
る
と
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し
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ま
す
。
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4
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強
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す
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あ
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テ
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ル
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ま
す
」
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ャ
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ー
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ー
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は
話
し
て
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ま
す
。
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●
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テ
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ョ
ン
の
導
入
、
グ
リ
ー
ン
・
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　WHAコーポレーション社の役員と従業員はこのほど、タイ工業団地公社
（IEAT）がWHAイースタン・シーボード工業団地2（WHA ESIE 2）で開催した植
樹活動 “Let's Zero Together, Planting for a Sustainable Future“に参加
しました。99ライの土地に合計1万4550本を植樹することで、温室効果ガス（二酸
化炭素）を131トン削減することに貢献。今回の活動はネットゼロ・エミッションに取り組む当社の使命に沿ったものとなります。

　WHAグループは、地域社会のニーズに対応することで、地域社会の発展に配慮してきました。教育、健康、スポーツ、安全、環境保護を促
進するさまざまな活動を展開し支援することで、地域社会のウェルビーイングに貢献します。

エコ・イノベーション・フォーラム2023
WHA工業団地が
エコインダストリアルタウン賞を受賞 

WHAグループ、IEATと共同で植樹を実施
Let’s Zero Together Project

CSR

　WHAイースタン・シーボード工業団地２（WHA ESIE２）とWHAイー
スタン・シーボード工業団地3（WHA ESIE 3）はこのほど、「環境影響評価

（EIA）モニタリング　アワード2023」で優秀賞を受賞。EIA2023年報告
書に沿った同社の真摯な環境管理とサスティナブルな事業開発への注力
が評価されました。

　WHA ESIE２を代表して優秀賞を受け取るWHAインダス
トリアル・デベロップメント社工業団地事業部長のRakphol 
Kangnoy氏（左）。右はJatuporn Buruspat天然資源・環境省
次官。

　WHA ESIE 3を代表してWHAインダストリアル・デベロップメ
ント社COO のPajongwit Pongsivapai氏（写真左）が、天然資
源・環境省事務次官Jatuporn Buruspat氏（右）より優秀賞を
受け取りました。

WHA イースタン・シーボード
工業団地２＆3
「EIAモニタリング大賞2023」
で優秀賞受賞

ス
テ
ィ
ク
ス
や
グ
リ
ー
ン
認
証
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
を
含
む
全
て
の
事
業
に
お
け
る
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
実
践
な
ど
、
成
長
産
業

に
焦
点
を
当
て
、
タ
イ
で
の
事
業
拡
大

を
追
求
す
る
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
新
た

な
機
会
を
模
索
し
続
け
ま
す
。
W
H
A

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、
2
0
2
3
年
度

末
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
契
約
面
積

の
目
標
を
20
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
所
有
・

管
理
資
産
の
総
面
積
を
2
9
0
万
平
方

メ
ー
ト
ル
に
設
定
し
ま
し
た
。

●
オ
フ
ィ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
:

バ
ン
コ
ク
の
一
等
地
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
拡
大
し
続
け
て
お
り
、

現
在
、
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
、

総
面
積
は
12
万
平
方
メ
ー
ト
ル
超
と
な

っ
て
い
ま
す
。
サ
ト
ー
ン
通
り
B
T
S

ス
ラ
サ
ッ
ク
駅
近
く
に
あ
る
3
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ

ッ
プ
や
、
サ
ト
ー
ン
通
り
に
建
設
中
の

6
9
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
商

業
施
設
建
設
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

●
工
業
開
発
事
業
:
タ
イ
で
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
広
げ
、
ベ
ト
ナ
ム
で

の
国
家
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
拡
大
す
る
一

方
、
先
進
的
な
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業

団
地
や
高
価
値
の
工
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社

は
現
在
、
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
で
13
の
工

業
団
地
を
運
営
し
て
お
り
、
総
面
積
は

7
万
1
3
0
0
ラ
イ
に
及
び
ま
す
。
タ

イ
で
は
工
業
団
地
１
件
と
3
つ
の
拡
張

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
、
総
面
積

は
5
7
0
0
ラ
イ
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
現
在
、
工
業
用
地
の
需

要
増
に
対
応
す
る
た
め
、
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン
第
2
期

（
面
積
2
2
1
5
ラ
イ
）
の
建
設
が
加

速
し
て
お
り
、
さ
ら
に
2
件
の
工
業
団

地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
許
可
を
申
請

し
て
い
ま
す
。
投
資
資
金
の
移
転
が
進

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
同
社
は
タ
イ

と
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
2
0
2
3
年
末

の
土
地
売
却
目
標
を
、
年
初
に
発
表
し

た
1
7
5
0
ラ
イ
か
ら
2
7
5
0
ラ

イ
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

●
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
事
業
:

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
に
つ
い
て
は
、

グ
ル
ー
プ
の
工
業
団
地
と
と
も
に
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト　

ラ
ヨ
ー
ン

（
W
H
A
I
E
R
）
で
は
、
配
水
能
力

3
0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
廃
水
処
理

能
力
1
9
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
/
年

の
浄
水
場
と
廃
水
処
理
施
設
を
建
設
中

で
、
2
0
2
3
年
第
4
四
半
期
に
商

業
運
転
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
付
加
価
値
の
高
い
水
製
品
に
焦
点

を
当
て
た
製
品
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
大
を
続
け
、
W
H
A
の
工
業
団
地
以

外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
も
目
指
し
て
い

ま
す
。
直
近
で
は
、
W
H
A
イ
ー
ス
タ

ン・シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
4
（
W
H
A

E
S
I
E
4
）
の
主
要
顧
客
に
合
計

4
6
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
プ
レ
ミ
ア

ム
清
澄
水
を
供
給
す
る
契
約
を
2
件
獲

得
し
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
末
の
工
業

用
水
、
付
加
価
値
水
、
廃
水
処
理
量
の

供
給
は
、
合
計
1
億
6
8
0
0
万
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
電
力
事
業
で
は
タ
イ
で
の

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
拡
大
、
ベ
ト
ナ
ム
で

の
事
業
拡
大
や
海
外
で
の
新
市
場
開

拓
を
目
指
し
、
革
新
的
で
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
実
践
を
継
続
し
つ
つ
、
バ

ッ
テ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

（
B
E
S
S
）、
グ
リ
ー
ン
水
素
、
排
出

権
取
引
、
C
C
U
S
技
術
な
ど
の
新
S

カ
ー
ブ
産
業
で
新
た
な
機
会
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
度
末
ま
で
に
、

総
発
電
容
量
1
9
2
M
W
の
屋
上
設
置

型
太
陽
光
発
電
設
備
の
電
力
購
入
契
約

（
P
P
A
）を
複
数
社
と
結
ぶ
予
定
で
す
。　

3
0
0
M
W
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
目
標
に
、
合
計
8
4
7
M
W
の

P
P
A
獲
得
と
な
り
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
:

W
H
A
グ
ル
ー
プ
内
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
リ
ー
ド
し
、
力
強
い
成
長
と
、
す

べ
て
の
事
業
部
門
の
事
業
運
営
を
強
化

し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
に
お
け
る
新

パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
は
、
グ
ル
ー
プ
の
他
の
3
つ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
と
協
力
し
、
太
陽
光
発

電
監
視
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
や
性
能
検
出

装
置
、
分
析
ツ
ー
ル
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
、
配
水
シ
ス
テ
ム
用
ス
マ
ー
ト
デ

バ
イ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
W
H
A
b
i
t
の
継

続
的
な
改
善
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

原
動
力
と
す
る
新
た
な
付
加
価
値
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
中
国
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
長
安
汽
車
の
子
会
社
で
あ
る

C
h
a
n
g
a
n
A
u
t
o
S
o
u
t

h
e
a
s
t
A
s
i
a
社
と
土
地
売
買
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。
C
h
a
n
g
a
n

A
u
t
o
S
o
u
t
h
e
a
s
t
A
s
i
a

社
は
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
に

あ
る
W
H
A
工
業
団
地
イ
ー
ス
タ
ン・

シ
ー
ボ
ー
ド
4
（
W
H
A
E
S
I
E

4
）
に
2
5
0
ラ
イ
（
99
エ
ー
カ
ー
）

の
E
V
製
造
工
場
を
設
立
し
ま
す
。

同
契
約
は
、
2
0
2
3
年
の
重
要
な

外
国
直
接
投
資
（
F
D
I
）
の
一
つ
で
、

タ
イ
の
卓
越
し
た
潜
在
能
力
と
総
合
的

な
投
資
誘
致
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
高
度
な
イ
ン
フ
ラ
と
環
境
管
理
シ

ス
テ
ム
を
完
備
し
た
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団
地
が
、

将
来
の
産
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
世

界
最
高
の
工
業
団
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。
今
回
の
契
約

は
タ
イ
が
世
界
有
数
の
E
V
ハ
ブ
と
な

る
た
め
の
新
た
な
前
進
を
意
味
し
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
、
在
タ
イ
中
華
人
民

共
和
国
大
使
館
経
済
商
務
部
参
事
官

Z
h
a
n
g
X
i
a
o
x
i
a
o
氏
が
臨

席
さ
れ
、
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
社
代
表
取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ

ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
、
C
h
a
n
g
a
n

A
u
t
o
S
o
u
t
h
e
a
s
t
A
s
i
a

社
社
長
兼
C
h
a
n
g
a
n
A
u
t
o

s
a
l
e
s
（
T
h
a
i
l
a
n
d
）
社
社

長
S
h
e
n
X
i
n
g
h
u
a
氏
が
契
約

書
に
署
名
し
ま
し
た
。

S
h
e
n
X
i
n
g
h
u
a
氏

は
、　　
　
　
　
　
　

「
タ
イ
に
E
V
製
造
工
場
を
設
立
す

る
に
あ
た
り
、
B
O
I
の
支
援
の
下
、

W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド

工
業
団
地
４（
W
H
A
E
S
I
E
４
）

の
土
地
売
買
契
約
を
締
結
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
タ
イ
へ
の
信
頼

と
W
H
A
E
S
I
E
4
の
戦
略
的

立
地
、
こ
の
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
工

業
団
地
開
発
業
者
W
H
A
グ
ル
ー
プ

の
評
判
な
ど
を
考
慮
し
、
決
断
に
至
り

ま
し
た
。
W
H
A
E
S
I
E
4
は
、

E
E
C
の
中
で
抜
群
の
立
地
に
位
置

し
、
質
の
高
い
労
働
力
、
ワ
ー
ル
ド
ク

ラ
ス
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
や
サ
ー
ビ

ス
、
交
通
網
や
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お

り
、
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、

E
E
C
に
お
け
る
自
動
車
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
の
拡
大
に
お
い
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ

て
が
、
私
た
ち
の
投
資
決
定
を
裏
付
け

る
重
要
な
要
素
で
し
た
。

　

第
１
フ
ェ
ー
ズ
で
は
88
億
6
2
0
0

万
バ
ー
ツ
以
上
を
投
資
し
、
B
E
V
、

P
H
E
V
（
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
）、
R
E
E
V
（
航
続
距
離
延

長
型
E
V
）
な
ど
の
右
ハ
ン
ド
ル
車

両
用
の
製
造
工
場
を
建
設
す
る
予
定

で
す
。
ま
ず
は
タ
イ
市
場
に
参
入
し
、

A
S
E
A
N
諸
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
英
国
、
南

ア
フ
リ
カ
に
輸
出
し
て
い
き
ま
す
。
年

間
生
産
台
数
10
万
台
で
、
2
0
2
5

年
の
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

一
方
、
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
氏

は
「
C
h
a
n
g
a
n
A
u
t
o

S
o
u
t
h
e
a
s
t
A
s
i
a
社
が
、

タ
イ
に
新
た
な
E
V
生
産
拠
点
を
設

立
す
る
に
あ
た
り
、
W
H
A
グ
ル
ー

プ
を
信
頼
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

選
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
こ
の
契
約
締
結
は
、
タ
イ
自
動
車

産
業
の
将
来
と
経
済
発
展
を
促
進
す
る

上
で
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
大

き
な
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
同
時

に
、
タ
イ
が
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
海
外
投

資
先
と
し
て
ア
ジ
ア
で
最
も
望
ま
し
い

国
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

す
」
と
応
じ
ま
し
た
。

　
敷
地
面
積
2
4
4
3
ラ
イ（
9
6
5

エ
ー
カ
ー
、
3
9
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の

W
H
A
E
S
I
E
4
は
、
W
H
A
グ

ル
ー
プ
に
と
り
、
タ
イ
で
9
番
目
に
開

発
さ
れ
た
工
業
団
地
で
す
。
E
E
C
域

内
の
戦
略
的
な
立
地
に
あ
り
、
陸・海・
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未
来
を
形
作
る
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
、メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
に

太
陽
光
発
電
を
導
入

フ
ェ
ー
ズ
１
は
商
業
運
転
開
始
、フ
ェ
ー
ズ
2
も
P
P
A
契
約
締
結

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
D
N
A
と
宿
命
：

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
グ
リ
ー
ン
革
命

P
r
i
n
x C
h
e
n
g
s
h
a
n
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
産
業
分
野
が
取
り
組
む
べ
き
最

重
要
項
目
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
は
や

選
択
肢
の
一
つ
で
は
な
く
、
企
業
が

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
必
要
不

可
欠
な
概
念
で
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
な
く
し
て
、
若
い
世
代
の
未
来

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
W
H
A
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
代
表
取
締
役
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
進
む
べ
き
道

を
こ
の
よ
う
に
明
確
に
示
し
て
い
ま

す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
成
長
の
た
め
の
開
発
こ

そ
が
前
進
へ
の
道
で
あ
る
と
し
て
、

未
来
を
形
作
る
一
翼
を
担
い
ま
す
。

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
氏
は
、
キ
ャ
リ
ア

創
出
と
所
得
増
加
か
ら
生
ま
れ
る
繁

栄
が
、
社
会
全
体
の
生
活
の
質
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
使

命
、“
究
極
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
”

に
さ
ら
に
“
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
成

長
の
た
め
に
”を
付
け
加
え
ま
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
環
境
の

保
全
と
回
復
を
念
頭
に
置
い
た
事
業

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
工

池
を
利
用
し
て
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
植
物
や
微
生
物
を
使
っ

て
廃
水
処
理
を
行
い
ま
す
。
こ
の
ア

イ
デ
ア
は
、
故
ラ
ー
マ
9
世
王
陛

下
の
王
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
各
工
業
団
地
は
自
然
の
水
の
流

　
環
境
意
識
の
高
ま
る
中
、
メ
ガ
バ

ン
ナ
ー
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
以
下
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
）は
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
開
発
の
道
標
と
し
て
登
場

し
ま
し
た
。
約
4
0
0
ラ
イ
に
広

が
る
こ
の
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

削
減
し
、
地
域
社
会
に
活
力
を
与
え

る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
な
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光
発
電
の
活
用
で

目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
は
10
億
バ
ー
ツ

を
投
資
し
、
利
用
者
の
た
め
に
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
エ
コ
・
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
環
境
を
作
る
た
め
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
緑
地
の
拡
張
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
主

役
に

　
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
は
、
W
H
A

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社
の

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
・
チ
ー
ム
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
専
門

チ
ー
ム
は
、
W
H
A 

ユ
ー
テ
ィ
リ

　在ホーチミン・タイ王国総領事館総領事 Wiraka Moodhitaporn 氏（写真左から 6 人目）
は、WHA コーポレーション社代表取締役会長兼グループ CEO ジャリーポン・ジャルコー
ンサクン氏（中央左）率いる WHA グループ幹部らとともに、タイニン省人民委員会委
員長 Nguyen Thanh Ngoc 氏（中央右）を表敬訪問。タイニン省における WHA グルー
プの事業展望と投資計画についての協議が行われました。

　WHA インダストリアルゾーン１－ゲアンで行われた Koyu Textile 
Vietnam の新工場開所式で WHA インダストリアル・デベロップメン
ト社副社長兼国際営業部長 Anchalee Prasertchand 氏（写真中央）と
WHA インダストリアルゾーン　ゲアン社社長 Nguyen Thi Bich Lien

氏（ 左 か ら 2 人
目）から祝辞を贈ら
れ た Koyu Textile 
Vietnam 社社長の
鎌田正嗣氏（右から
2 人目）。新工場は日
本の高い技術力に見
合う環境に優しく、
サスティナブルな生
産システムを備えて
います。

　Koyu Textile Vietnam の総投資額は約 2300 億ドンで、年 2240
万点のソックス、タイツを含む繊維製品を生産します。またサスティ
ナブルな工業生産の開発、雇用創出、ベトナム従業員への高度な技術
と専門的な管理手法の移転に積極的に取り組みます。

　

W
H
A 

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

＆
パ
ワ
ー
社 （
W
H
A
U
P
）

は
、
中
国
の
大
手
タ
イ
ヤ
製

造
・
販
売
会
社
P
r
i
n
x
 

C
h
e
n
g
s
h
a
n
 T
i
r
e 

（
T
h
a
i
l
a
n
d
） 

社
と
の
屋

上
設
置
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
第
1
フ
ェ
ー
ズ
（
電
力
容
量

1
9
.
4
4
M
W
）
の
商
業
運
転
を

2
0
2
3
年
5
月
に
開
始
し
ま
し
た
。 　WHA コーポレーション社代表取締役会長兼グループ

CEO のジャリーポン・ジャルコーンサクン氏はこのほど
WHA メガロジスティクスセンター　バンナー・トラッド
23KM の定礎式を行ないました。総建築面積 4 万 6000 平
方メートルを超える新しいビルト・トゥ・スーツ型施設は、
最先端のロジスティクス技術を備え、完全統合されたサービ
スとソリューションで顧客の需要に応えます。
　この日、WHA グループはハイテクソイル、アスファルト
ローラー、ペーバー（舗装機械）の大手サプライヤー　ダイ
ナパック・ロード・イクイップメント社（タイ）を正式に迎
えました。同社はビルト・トゥ・スーツ型オフィスを倉庫、
作業場、トレーニングセンターとして利用する予定です。

ナ
ン
ス
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た

新
規
事
業
の
開
発
を
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
一
例
が
、REN

EX

エ
ネ

ル
ギ
ー
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
よ
る
P
2
P
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
引

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を

利
用
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
引
効
率
、
お
よ
び
電
力
生
産

者
と
消
費
者
間
の
取
引
の
安
全
性

を
促
進
し
て
い
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
正
味
ゼ
ロ
に

す
る
と
い
う
目
標
を
発
表
し
て
お

り
、
2
0
2
1
年
よ
り
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
M
i
s
s
i
o
n
 

T
o
 T
h
e
 S
u
n
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
も
と
、
2
0
2
4
年
ま
で

に
W
H
A
グ
ル
ー
プ
を
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
企
業
と
し
て
成
長
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、グ
リ
ー
ン
物
流
、サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
、ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
、

デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
な
ど
の
技
術

テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社
に
よ
る
屋
上
設
置

型
太
陽
光
発
電
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
太

陽
光
発
電
を
供
給
し
ま
す
。
メ
ガ

バ
ン
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

約
9
.
9
メ
ガ
ワ
ッ
ト
相
当
の
発

電
容
量
で
、
建
物
13
棟
、
総
面
積

6
万
2
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
と

い
う
広
大
な
敷
地
の
電
力
を
担
い
ま

す
。

　
設
置
後
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
ク

リ
ー
ン
な
電
力
は
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の

電
気
シ
ス
テ
ム
に
直
接
供
給
さ
れ
、

照
明
シ
ス
テ
ム
、
冷
房
機
能
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
映
画
館
、
学
習
塾
な
ど
の
配

電
さ
れ
ま
す
。
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
内
の

す
べ
て
の
利
用
者
が
、
ク
リ
ー
ン
で

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
で
き
る
の
で
す
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ

　

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
は
、
包
括
的

な
立
地
調
査
、エ
リ
ア
査
定
を
行
い
、

設
計
案
を
立
案
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
完

ま
た
、
第
2
フ
ェ
ー
ズ
（
電
力
容
量

4
.
8
0
M
W
、
屋
上
面
積
4
万

平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
電
力
購
入
契
約

（
P
P
A
）
を
締
結
。
2
0
2
4
年
ま

で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

第
１
フ
ェ
ー
ズ
と
第
２
フ
ェ
ー
ズ

の
合
計
発
電
容
量
は
2
4
.
2
4
 

M
W
と
な
り
、
タ
イ
最
大
の
屋
上

設
置
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
な
る
と
W
H
A
U
P
 C
E
O
 

的
実
践
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
開
発

目
標
（
国
連
S
D
G
s
）
の
双
方

を
事
業
計
画
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
た
ち
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
よ
り
良
い
収
入
と
世
界
を
生

み
出
す
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

根
幹
D
N
A
を
成
す
も
の
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
物
流
、

工
業
団
地
開
発
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

事
業
、電
力
、デ
ジ
タ
ル・ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
総
合
的
に
提
供
す
る
タ
イ

の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
す
。
現
在
、
タ

イ
に
は
合
計
12
の
工
業
団
地
が
あ

り
、
1
万
ラ
イ
以
上
の
土
地
を
所
有

し
て
い
ま
す
。
工
業
団
地
は
、
世
界

水
準
の
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
フ
ラ
と

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
備
え
た
ス
マ
ー

ト
E
C
O
工
業
団
地
と
し
て
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
通
信
、輸
送
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
生
産
と
廃
水
処
理

を
制
御
す
る
中
央
制
御
セ
ン
タ
ー

（
U
O
C
）
が
バ
ン
ナ
ー
通
り
の

成
し
た
包
括
的
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
提
案
書
は
、
そ
の
後
、
メ
ガ

バ
ン
ナ
ー
に
提
出
さ
れ
、
承
認
を
受

け
た
後
、
電
力
購
入
契
約
（PPA

）

が
締
結
さ
れ
、
太
陽
光
発
電
事
業
が

正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
契
約

成
立
後
、
W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
は
関

連
す
る
政
府
機
関
や
当
局
の
認
可
を

受
け
、
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
送
電
網
へ

直
接
電
力
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

　
発
電
能
力
や
日
々
の
発
電
量
を
モ

ニ
タ
ー
す
る
た
め
、
W
H
A
ソ
ー

ラ
ー
が
開
発
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
シ
ス
テ
ム
に
付
随
し
、
太
陽
光

発
電
に
関
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー

タ
を
提
供
し
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る
効
率
の
維
持

　

太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
発
電
効
率
は
最
重
要
課
題
で

す
。
W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
で
は
、
定

期
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
シ
ス
テ
ム
点

検
、
パ
ネ
ル
清
掃
な
ど
の
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
専
門
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン・チ
ー
ム
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ

S
o
m
k
i
a
t 
M
a
s
u
n
t 

h
a
s
u
w
u
n
氏
は
発
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
C
O
2
排
出

量
は
、
25
年
間
の
契
約
期
間
中
に

44
万
5
2
5
1
ト
ン
削
減
さ
れ
ま

す
。
同
氏
は
「
こ
の
太
陽
光
発
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
W
H
A
U
P

の
出
資
比
率
に
基
づ
く
総
発
電
容
量

は
7
0
3
.
1
9
M
W
を
超
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
W
H
A
U
P

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ・プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
な
り
、

革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
太
陽
光
発
電

事
業
へ
の
投
資
を
進
め
、
技
術
開
発

と
と
も
に
、
業
界
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
成
長
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
12
月
20
日
設
立

の
P
r
i
n
x
 C
h
e
n
g
s 

h
a
n
 T
i
r
e
 （
T
h
a
i　

l
a
n
d
）
社
は
、
浦
林
成
山
輪

胎
の
初
の
海
外
生
産
拠
点
で
、
東
部

経
済
回
廊
（
E
E
C
）
の
W
H
A

イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団

地
３
（
W
H
A　

I
S
I
E
３
）
に

位
置
し
ま
す
。
最
新
鋭
の
タ
イ
ヤ
工

場
で
、
グ
リ
ー
ン
で
安
全
、
高
品
質
、

高
性
能
な
P
C
R
タ
イ
ヤ
お
よ
び

T
B
R
タ
イ
ヤ
の
研
究
開
発
、製
造
、

販
売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
年
間
生
産
能
力
は
P
C
R
タ
イ

ヤ
8
0
0
万
本
、
T
B
R
タ
イ
ヤ

2
0
0
万
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

C
h
e
n
g
s
h
a
n
グ
ル
ー

WHAコーポレーション社代表取締役会長兼グループ
CEOジャリーポン・ジャルコーンサクン氏

式典に参列したWHAコーポレーション社代表取締役会長兼グループCEOのジャリーポーン・
ジャルコーンサクン氏（中央左）、ダイナパック・ロード・イクイップメント（タイ）社アジア太平洋
地域ゼネラルマネージャーIhab El Dessouky氏（左から3人目）、WHAコーポレーション社
COO Pajongwit Pongsivapai氏（中央右）、WHA コーポレーション社ロジスティクスオペ
レーション担当副社長Bordin Harnvanich氏（左から3人目）、WHA コーポレーション社ビ
ジネス開発ディレクターChairin Netipiraphong氏（左）、BSY Construction Public 社
COO Yothin Tharahirunchot氏（左から2人目）。

WHAグループ幹部
タイニン省人民委員会委員長を表敬訪問

Koyu Textile Vietnam
WHAインダストリアルゾーン1–ゲアンに新工場を建設

　ベトナム・タイ国交樹
立（1976 年 ～）47 周
年と戦略的パートナー
シ ッ プ 樹 立（2013 年
～）10 周年を記念して
クアンチ省人民委員会は
2023年8月3日～4日、
外務省および在ベトナ
ム・タイ大使館とともに

「Meet Thailand」会議
を同省で共催しました。

　ベトナムでの WHA イン
ダスリアルゾーン 1– ゲアン
の存在感は大変大きなもので
す。会期中には、駐ベトナム・
タイ王国大使館特命全権大使
Nikorndej Balankura 氏 が
WHA グループの展示ブース
を訪れました。
　会議では、「再生可能エネ
ルギーとハイテク農業」と「東
西経済回廊（EWEC）のサ
プライチェーン統合促進」に
関する議論が行われました。

「Meet Thailand」イベントに参加したWHAグループ代表団

WHAグループのブースに立ち寄る、駐ベトナム・タイ王国大使館特命全権大使Nikorndej 
Balankura氏

WHAインダストリアルゾーン１―ゲアン

WHAグループ

第1回「Meet Thailand」会議に参加

WHAメガロジスティクス
センター定礎式

を開催 

り
、
電
力
シ
ス
テ
ム
の
シ
ー
ム
レ
ス

な
運
用
が
保
証
さ
れ
、
す
べ
て
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム　
ソ
ー
ラ
ー
モ
ニ
タ
リ

ン
グ　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
メ
ガ

バ
ン
ナ
ー
の
ク
リ
ー
ン・ソ
ー
ラ
ー・

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
中
枢
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
1
2
0

件
を
超
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
設

備
か
ら
総
発
電
容
量
1
8
0
メ
ガ

ワ
ッ
ト
を
担
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
顧
客

ま
す
。
こ
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ

の
共
通
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
環

境
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

責
任
あ
る
企
業
と
し
て
の
評
価
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
な
未
来
を
切
り
拓
く
、

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー

　

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
は
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と

し
て
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
強
靭
な

地
域
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
に
大
き
な
誇
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。
W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
は
、
環
境

に
配
慮
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達

成
へ
の
道
を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。

メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
太
陽
発
電
の
導
入

は
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
未
来
の
模

範
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
と
環
境
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
の
削
減
を
目
指
す
他
の

企
業
に
と
っ
て
も
、
よ
い
刺
激
と
な

り
ま
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

道
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら

始
ま
り
、
我
々
を
明
る
く
ク
リ
ー
ン

な
未
来
へ
と
導
い
て
い
く
の
で
す
。

か
ら
の
デ
ー
タ
を
統
合
。
W
H
A

ソ
ー
ラ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

チ
ー
ム
は
、
こ
の
一
元
化
さ
れ
た
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
、
発
電

量
や
光
度
値
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
を
評
価
し
ま
す
。
問
題
が

発
生
し
た
場
合
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン・チ
ー
ム
に
ア
ラ
ー
ト
が
送
ら
れ
、

迅
速
に
問
題
解
決
が
な
さ
れ
ま
す
。

環
境
へ
の
メ
リ
ッ
ト

　

メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
太
陽
光
発
電

へ
の
取
り
組
み
は
、
大
き
な
成
果
を

得
ま
し
た
。
屋
上
設
置
型
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
向
こ
う
25
年

間
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
電
気
料
金
を
10
億
4
0
0
0
万

バ
ー
ツ
以
上
削
減
す
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
数
値
は
二
酸
化
炭
素
約

2
1
0
5
億
9
2
0
0
万
ト
ン
の

排
出
を
削
減
す
る
こ
と
に
相
当
し
ま

す
。
な
ん
と
60
万
本
も
の
木
を
植
樹

す
る
の
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
、
二

酸
化
炭
素
排
出
の
影
響
を
相
殺
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

グ
リ
ー
ン
政
策
・
産
業
へ
の
参
加

　

メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
利
用
者
は
、
太

陽
光
発
電
を
利
用
し
た
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、
間

接
的
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

取
り
組
み
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

W
H
A
タ
ワ
ー
本
社
に
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
歴
史

を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
活
動
を
生
み
出
し
、
教
育
、

社
会
、
環
境
と
い
っ
た
側
面
を
含
め

た
地
域
社
会
の
福
祉
を
継
続
的
に
発

展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
組

織
全
体
に
浸
透
し
、W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
企
業
文
化
の
形
成
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
顧
客
の

80
％
以
上
は
海
外
投
資
家
で
あ

り
、
投
資
プ
ロ
セ
ス
に
E
S
G
を

包
括
的
に
組
み
込
ん
で
い
る
た
め
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
多
額
の
投
資

を
国
内
に
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、

2
0
2
2
年
に
タ
イ
証
券
取
引
所

（
S
E
T
）
か
ら
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
」

や
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・

ア
ワ
ー
ド
」
な
ど
の
賞
を
受
賞
し
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
企
業
と
し
て
の

信
用
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
S
&
P
グ
ロ
ー
バ
ル

社
の「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ・イ
ヤ
ー

ブ
ッ
ク
・
メ
ン
バ
ー
2
0
2
3
」

か
ら
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

高
い
競
争
力
が
評
価
さ
れ
、「
グ
ロ
ー

バ
ル・チ
ャ
レ
ン
ジ・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
分
野
で
タ
イ
首
相
賞
も
受
賞
し

て
い
ま
す

　

今
日
の
成
功
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
未
来
を
構
想
し
、
形
作
る
の
で

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
こ
れ
ま

で
の
物
語
と
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
未
来
を
成
功
へ
と
導
い
て
い
く
の

で
す
。

屋上設置型太陽光発電プロジェクト　フェーズ2の電力購入契約（PPA）調印式。WHAコーポレーション社代表取締役会
長兼グループCEOジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（写真中央左）、WHAユーティリティ＆パワー社CEO　Somkiat 
Masunthasuwun氏（左）、中国タイヤメーカーの浦林成山輪胎タイ法人Prinx Chengshan Tire （Thailand）社社長
Zhang You Gan氏（中央右）、同副社長Wang Bing氏（右）。

プ
子
会
社
P
r
i
n
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T
i
r
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（
T
h
a
i
l
a
n
d
）
社
社
長

の
Z
h
a
n
g
 Y
o
u
 G
a
n

氏
は
、
フ
ェ
ー
ズ
2
（
発
電
容

量
4
.
8
0
M
W
）
の
屋
上
設

置
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

P
P
A
締
結
を
歓
迎
し
て
い
ま

す
。
P
r
i
n
x
 C
h
e
n
g
s　

h
a
n
 H
o
l
d
i
n
g
 
社
は
、

グ
リ
ー
ン
、
低
炭
素
、
高
品
質
と

い
う
国
家
の
発
展
理
念
と
グ
リ
ー

ン
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
理
念
に
積
極

的
に
応
え
、
国
内
外
で
グ
リ
ー
ン
工

場
の
建
設
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
実

践
的
な
理
念
を
持
ち
、
環
境
保
護
意

識
を
持
ち
つ
つ
、
グ
リ
ー
ン
産
業
と

伝
統
的
な
製
造
業
の
一
体
化
を
目
指

し
ま
す
。 

現
在
、
第
１
フ
ェ
ー
ズ

が
完
成
し
、
順
調
に
稼
動
し
て
い
ま

す
。
W
H
A
U
P
社
と
の
協
力
関

係
を
継
続
し
、
グ
リ
ー
ン
開
発
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
、
人
と
自

然
の
た
め
の
共
同
体
を
さ
ら
に
促
進

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
屋
上
設
置
型

太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
長

期
的
に
両
社
に
利
益
を
も
た
ら
し
、

環
境
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
第

１
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
25
年
間
の
契
約

期
間
を
通
じ
て
C
O
2
排
出
量
を

35
万
7
1
1
8
ト
ン
削
減
。
第2

フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
C
O
2
排
出
量

を
8
万
8
1
3
3
ト
ン
削
減
す

る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
と
温
室
効

果
ガ
ス
の
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。

空
の
輸
送
手
段
で
世
界
各
地
へ
の
商

品
輸
出
に
適
し
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス

も
良
好
で
す
。
W
H
A
ス
マ
ー
ト
・

エ
コ
工
業
団
地
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
き
設
計
・
開
発
さ
れ
た
W
H
A
 

E
S
I
E
 4
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
イ
ン
フ
ラ
と
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
、
通
信
、
輸
送
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
環
境
制
御
、
生
産
、
廃
水
処

理
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
備
え
て
お

り
、
バ
ン
ナ
ー
通
り
の
W
H
A
タ

ワ
ー
本
社
に
あ
る
統
合
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
U
O
C
）
で

関
連
す
る
す
べ
て
の
環
境
パ
ラ
メ
ー

タ
の
結
果
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監

視
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
、「
T
h
e U
l
t
i
m
a
t
e 

S
o
l
u
t
i
o
n f
o
r S
u
s 

t
a
i
n
a
b
l
e G
r
o
w
t
h（
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
成
長
の
た
め
の

究
極
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）」
を
目

指
す
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
使
命
に

沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

世
界
有
数
の
E
V
メ
ー
カ
ー
の

多
く
が
タ
イ
で
の
E
V
生
産
に
投

資
し
た
結
果
、
E
E
C
域
内
の
自

動
車
ク
ラ
ス
タ
ー
は
こ
こ
数
年
拡

大
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
中

国
E
V
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
タ
イ
へ

の
投
資
額
は
14
億
4
0
0
0
万

米
ド
ル
を
超
え
て
い
ま
す
。
タ
イ

は
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
な
E
V
生

産
拠
点
と
な
る
原
動
力
に
な
っ
て

お
り
、
世
界
の
E
V
ハ
ブ
と
な

る
準
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
タ
イ
投
資
委
員

会
（
B
O
I
）
は
16
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
23
件
の
E
V
生
産
工
場
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
承
認
し
て
い
ま
す
。

2
0
3
0
年
ま
で
に
、
E
V
は
タ

イ
の
自
動
車
生
産
台
数
の
30
％
、
年

間
72
万
5
0
0
0
台
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
「
C
h
a
n
g
a
n
 A
u
t
o 

S
o
u
t
h
e
a
s
t A
s
i
a
社
の

タ
イ
進
出
は
、
世
界
を
舞
台
と
し

た
E
V
産
業
に
お
け
る
タ
イ
の
存

在
感
を
際
立
た
せ
る
重
要
な
動
き

と
な
り
ま
す
。
C
h
a
n
g
a
n
 

A
u
t
o
 S
o
u
t
h
e
a
s
t 

A
s
i
a
社
は
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
イ
ン
フ
ラ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
、
積
極
的
な
E
V
政
策
、
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
対
応
す
る
統
合
物

流
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
全
幅
の

信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
で
は
、
E
V
及
び
E
V
部

品
の
主
要
生
産
拠
点
と
し
て
、
E
V

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
E
V
充
電

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
網
拡
大
と
E
V
バ
ッ

テ
リ
ー
生
産
を
支
援
し
2
0
3
0

年
ま
で
に
自
動
車
生
産
台
数
の
30
％

を
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
に
す
る
と

い
う
政
府
の
政
策
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
2
0
5
0
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
を
達
成
す
る
と
い
う
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
合
致
す

る
も
の
で
す
」
と
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
氏

は
強
調
し
ま
す
。

れ
を
妨
げ
な
い
設

計
で
あ
る
た
め
、

W
H
A
工
業
団

地
が
洪
水
の
問
題

に
直
面
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
し
て
は
、

W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
E
S
G（
環

境
・
社
会
・
ガ
バ
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未
来
を
形
作
る
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
、メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
に

太
陽
光
発
電
を
導
入

フ
ェ
ー
ズ
１
は
商
業
運
転
開
始
、フ
ェ
ー
ズ
2
も
P
P
A
契
約
締
結

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
D
N
A
と
宿
命
：

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
グ
リ
ー
ン
革
命

P
r
i
n
x C
h
e
n
g
s
h
a
n
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
産
業
分
野
が
取
り
組
む
べ
き
最

重
要
項
目
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
は
や

選
択
肢
の
一
つ
で
は
な
く
、
企
業
が

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
必
要
不

可
欠
な
概
念
で
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
な
く
し
て
、
若
い
世
代
の
未
来

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
W
H
A
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
代
表
取
締
役
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
進
む
べ
き
道

を
こ
の
よ
う
に
明
確
に
示
し
て
い
ま

す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
成
長
の
た
め
の
開
発
こ

そ
が
前
進
へ
の
道
で
あ
る
と
し
て
、

未
来
を
形
作
る
一
翼
を
担
い
ま
す
。

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
氏
は
、
キ
ャ
リ
ア

創
出
と
所
得
増
加
か
ら
生
ま
れ
る
繁

栄
が
、
社
会
全
体
の
生
活
の
質
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
使

命
、“
究
極
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
”

に
さ
ら
に
“
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
成

長
の
た
め
に
”を
付
け
加
え
ま
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
環
境
の

保
全
と
回
復
を
念
頭
に
置
い
た
事
業

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
工

池
を
利
用
し
て
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
植
物
や
微
生
物
を
使
っ

て
廃
水
処
理
を
行
い
ま
す
。
こ
の
ア

イ
デ
ア
は
、
故
ラ
ー
マ
9
世
王
陛

下
の
王
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
各
工
業
団
地
は
自
然
の
水
の
流

　
環
境
意
識
の
高
ま
る
中
、
メ
ガ
バ

ン
ナ
ー
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
以
下
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
）は
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
開
発
の
道
標
と
し
て
登
場

し
ま
し
た
。
約
4
0
0
ラ
イ
に
広

が
る
こ
の
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

削
減
し
、
地
域
社
会
に
活
力
を
与
え

る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
な
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光
発
電
の
活
用
で

目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
は
10
億
バ
ー
ツ

を
投
資
し
、
利
用
者
の
た
め
に
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
エ
コ
・
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
環
境
を
作
る
た
め
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
緑
地
の
拡
張
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
主

役
に

　
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
は
、
W
H
A

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社
の

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
・
チ
ー
ム
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
専
門

チ
ー
ム
は
、
W
H
A 

ユ
ー
テ
ィ
リ

　在ホーチミン・タイ王国総領事館総領事 Wiraka Moodhitaporn 氏（写真左から 6 人目）
は、WHA コーポレーション社代表取締役会長兼グループ CEO ジャリーポン・ジャルコー
ンサクン氏（中央左）率いる WHA グループ幹部らとともに、タイニン省人民委員会委
員長 Nguyen Thanh Ngoc 氏（中央右）を表敬訪問。タイニン省における WHA グルー
プの事業展望と投資計画についての協議が行われました。

　WHA インダストリアルゾーン１－ゲアンで行われた Koyu Textile 
Vietnam の新工場開所式で WHA インダストリアル・デベロップメン
ト社副社長兼国際営業部長 Anchalee Prasertchand 氏（写真中央）と
WHA インダストリアルゾーン　ゲアン社社長 Nguyen Thi Bich Lien

氏（ 左 か ら 2 人
目）から祝辞を贈ら
れ た Koyu Textile 
Vietnam 社社長の
鎌田正嗣氏（右から
2 人目）。新工場は日
本の高い技術力に見
合う環境に優しく、
サスティナブルな生
産システムを備えて
います。

　Koyu Textile Vietnam の総投資額は約 2300 億ドンで、年 2240
万点のソックス、タイツを含む繊維製品を生産します。またサスティ
ナブルな工業生産の開発、雇用創出、ベトナム従業員への高度な技術
と専門的な管理手法の移転に積極的に取り組みます。

　

W
H
A 

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

＆
パ
ワ
ー
社 （
W
H
A
U
P
）

は
、
中
国
の
大
手
タ
イ
ヤ
製

造
・
販
売
会
社
P
r
i
n
x
 

C
h
e
n
g
s
h
a
n
 T
i
r
e 

（
T
h
a
i
l
a
n
d
） 

社
と
の
屋

上
設
置
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
第
1
フ
ェ
ー
ズ
（
電
力
容
量

1
9
.
4
4
M
W
）
の
商
業
運
転
を

2
0
2
3
年
5
月
に
開
始
し
ま
し
た
。 　WHA コーポレーション社代表取締役会長兼グループ

CEO のジャリーポン・ジャルコーンサクン氏はこのほど
WHA メガロジスティクスセンター　バンナー・トラッド
23KM の定礎式を行ないました。総建築面積 4 万 6000 平
方メートルを超える新しいビルト・トゥ・スーツ型施設は、
最先端のロジスティクス技術を備え、完全統合されたサービ
スとソリューションで顧客の需要に応えます。
　この日、WHA グループはハイテクソイル、アスファルト
ローラー、ペーバー（舗装機械）の大手サプライヤー　ダイ
ナパック・ロード・イクイップメント社（タイ）を正式に迎
えました。同社はビルト・トゥ・スーツ型オフィスを倉庫、
作業場、トレーニングセンターとして利用する予定です。

ナ
ン
ス
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た

新
規
事
業
の
開
発
を
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
一
例
が
、REN

EX

エ
ネ

ル
ギ
ー
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
よ
る
P
2
P
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
引

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を

利
用
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
引
効
率
、
お
よ
び
電
力
生
産

者
と
消
費
者
間
の
取
引
の
安
全
性

を
促
進
し
て
い
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
正
味
ゼ
ロ
に

す
る
と
い
う
目
標
を
発
表
し
て
お

り
、
2
0
2
1
年
よ
り
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
M
i
s
s
i
o
n
 

T
o
 T
h
e
 S
u
n
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
も
と
、
2
0
2
4
年
ま
で

に
W
H
A
グ
ル
ー
プ
を
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
企
業
と
し
て
成
長
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、グ
リ
ー
ン
物
流
、サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
、ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
、

デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
な
ど
の
技
術

テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社
に
よ
る
屋
上
設
置

型
太
陽
光
発
電
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
太

陽
光
発
電
を
供
給
し
ま
す
。
メ
ガ

バ
ン
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

約
9
.
9
メ
ガ
ワ
ッ
ト
相
当
の
発

電
容
量
で
、
建
物
13
棟
、
総
面
積

6
万
2
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
と

い
う
広
大
な
敷
地
の
電
力
を
担
い
ま

す
。

　
設
置
後
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
ク

リ
ー
ン
な
電
力
は
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の

電
気
シ
ス
テ
ム
に
直
接
供
給
さ
れ
、

照
明
シ
ス
テ
ム
、
冷
房
機
能
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
映
画
館
、
学
習
塾
な
ど
の
配

電
さ
れ
ま
す
。
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
内
の

す
べ
て
の
利
用
者
が
、
ク
リ
ー
ン
で

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
で
き
る
の
で
す
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ

　

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
は
、
包
括
的

な
立
地
調
査
、エ
リ
ア
査
定
を
行
い
、

設
計
案
を
立
案
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
完

ま
た
、
第
2
フ
ェ
ー
ズ
（
電
力
容
量

4
.
8
0
M
W
、
屋
上
面
積
4
万

平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
電
力
購
入
契
約

（
P
P
A
）
を
締
結
。
2
0
2
4
年
ま

で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

第
１
フ
ェ
ー
ズ
と
第
２
フ
ェ
ー
ズ

の
合
計
発
電
容
量
は
2
4
.
2
4
 

M
W
と
な
り
、
タ
イ
最
大
の
屋
上

設
置
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
な
る
と
W
H
A
U
P
 C
E
O
 

的
実
践
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
開
発

目
標
（
国
連
S
D
G
s
）
の
双
方

を
事
業
計
画
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
た
ち
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
よ
り
良
い
収
入
と
世
界
を
生

み
出
す
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

根
幹
D
N
A
を
成
す
も
の
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
物
流
、

工
業
団
地
開
発
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

事
業
、電
力
、デ
ジ
タ
ル・ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
総
合
的
に
提
供
す
る
タ
イ

の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
す
。
現
在
、
タ

イ
に
は
合
計
12
の
工
業
団
地
が
あ

り
、
1
万
ラ
イ
以
上
の
土
地
を
所
有

し
て
い
ま
す
。
工
業
団
地
は
、
世
界

水
準
の
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
フ
ラ
と

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
備
え
た
ス
マ
ー

ト
E
C
O
工
業
団
地
と
し
て
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
通
信
、輸
送
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
生
産
と
廃
水
処
理

を
制
御
す
る
中
央
制
御
セ
ン
タ
ー

（
U
O
C
）
が
バ
ン
ナ
ー
通
り
の

成
し
た
包
括
的
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
提
案
書
は
、
そ
の
後
、
メ
ガ

バ
ン
ナ
ー
に
提
出
さ
れ
、
承
認
を
受

け
た
後
、
電
力
購
入
契
約
（PPA

）

が
締
結
さ
れ
、
太
陽
光
発
電
事
業
が

正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
契
約

成
立
後
、
W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
は
関

連
す
る
政
府
機
関
や
当
局
の
認
可
を

受
け
、
メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
送
電
網
へ

直
接
電
力
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

　
発
電
能
力
や
日
々
の
発
電
量
を
モ

ニ
タ
ー
す
る
た
め
、
W
H
A
ソ
ー

ラ
ー
が
開
発
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
シ
ス
テ
ム
に
付
随
し
、
太
陽
光

発
電
に
関
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー

タ
を
提
供
し
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る
効
率
の
維
持

　

太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
発
電
効
率
は
最
重
要
課
題
で

す
。
W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
で
は
、
定

期
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
シ
ス
テ
ム
点

検
、
パ
ネ
ル
清
掃
な
ど
の
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
専
門
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン・チ
ー
ム
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ

S
o
m
k
i
a
t 
M
a
s
u
n
t 

h
a
s
u
w
u
n
氏
は
発
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
C
O
2
排
出

量
は
、
25
年
間
の
契
約
期
間
中
に

44
万
5
2
5
1
ト
ン
削
減
さ
れ
ま

す
。
同
氏
は
「
こ
の
太
陽
光
発
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
W
H
A
U
P

の
出
資
比
率
に
基
づ
く
総
発
電
容
量

は
7
0
3
.
1
9
M
W
を
超
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
W
H
A
U
P

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ・プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
な
り
、

革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
太
陽
光
発
電

事
業
へ
の
投
資
を
進
め
、
技
術
開
発

と
と
も
に
、
業
界
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
成
長
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
12
月
20
日
設
立

の
P
r
i
n
x
 C
h
e
n
g
s 

h
a
n
 T
i
r
e
 （
T
h
a
i　

l
a
n
d
）
社
は
、
浦
林
成
山
輪

胎
の
初
の
海
外
生
産
拠
点
で
、
東
部

経
済
回
廊
（
E
E
C
）
の
W
H
A

イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団

地
３
（
W
H
A　
I
S
I
E
３
）
に

位
置
し
ま
す
。
最
新
鋭
の
タ
イ
ヤ
工

場
で
、
グ
リ
ー
ン
で
安
全
、
高
品
質
、

高
性
能
な
P
C
R
タ
イ
ヤ
お
よ
び

T
B
R
タ
イ
ヤ
の
研
究
開
発
、製
造
、

販
売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
年
間
生
産
能
力
は
P
C
R
タ
イ

ヤ
8
0
0
万
本
、
T
B
R
タ
イ
ヤ

2
0
0
万
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

C
h
e
n
g
s
h
a
n
グ
ル
ー

WHAコーポレーション社代表取締役会長兼グループ
CEOジャリーポン・ジャルコーンサクン氏

式典に参列したWHAコーポレーション社代表取締役会長兼グループCEOのジャリーポーン・
ジャルコーンサクン氏（中央左）、ダイナパック・ロード・イクイップメント（タイ）社アジア太平洋
地域ゼネラルマネージャーIhab El Dessouky氏（左から3人目）、WHAコーポレーション社
COO Pajongwit Pongsivapai氏（中央右）、WHA コーポレーション社ロジスティクスオペ
レーション担当副社長Bordin Harnvanich氏（左から3人目）、WHA コーポレーション社ビ
ジネス開発ディレクターChairin Netipiraphong氏（左）、BSY Construction Public 社
COO Yothin Tharahirunchot氏（左から2人目）。

WHAグループ幹部
タイニン省人民委員会委員長を表敬訪問

Koyu Textile Vietnam
WHAインダストリアルゾーン1–ゲアンに新工場を建設

　ベトナム・タイ国交樹
立（1976 年 ～）47 周
年と戦略的パートナー
シ ッ プ 樹 立（2013 年
～）10 周年を記念して
クアンチ省人民委員会は
2023年8月3日～4日、
外務省および在ベトナ
ム・タイ大使館とともに

「Meet Thailand」会議
を同省で共催しました。

　ベトナムでの WHA イン
ダスリアルゾーン 1– ゲアン
の存在感は大変大きなもので
す。会期中には、駐ベトナム・
タイ王国大使館特命全権大使
Nikorndej Balankura 氏 が
WHA グループの展示ブース
を訪れました。
　会議では、「再生可能エネ
ルギーとハイテク農業」と「東
西経済回廊（EWEC）のサ
プライチェーン統合促進」に
関する議論が行われました。

「Meet Thailand」イベントに参加したWHAグループ代表団

WHAグループのブースに立ち寄る、駐ベトナム・タイ王国大使館特命全権大使Nikorndej 
Balankura氏

WHAインダストリアルゾーン１―ゲアン

WHAグループ

第1回「Meet Thailand」会議に参加

WHAメガロジスティクス
センター定礎式

を開催 

り
、
電
力
シ
ス
テ
ム
の
シ
ー
ム
レ
ス

な
運
用
が
保
証
さ
れ
、
す
べ
て
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム　
ソ
ー
ラ
ー
モ
ニ
タ
リ

ン
グ　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
メ
ガ

バ
ン
ナ
ー
の
ク
リ
ー
ン・ソ
ー
ラ
ー・

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
中
枢
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
1
2
0

件
を
超
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
設

備
か
ら
総
発
電
容
量
1
8
0
メ
ガ

ワ
ッ
ト
を
担
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
顧
客

ま
す
。
こ
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ

の
共
通
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
環

境
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

責
任
あ
る
企
業
と
し
て
の
評
価
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
な
未
来
を
切
り
拓
く
、

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー

　

W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
は
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と

し
て
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
強
靭
な

地
域
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
に
大
き
な
誇
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。
W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
は
、
環
境

に
配
慮
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達

成
へ
の
道
を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。

メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
太
陽
発
電
の
導
入

は
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
未
来
の
模

範
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
と
環
境
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
の
削
減
を
目
指
す
他
の

企
業
に
と
っ
て
も
、
よ
い
刺
激
と
な

り
ま
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

道
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら

始
ま
り
、
我
々
を
明
る
く
ク
リ
ー
ン

な
未
来
へ
と
導
い
て
い
く
の
で
す
。

か
ら
の
デ
ー
タ
を
統
合
。
W
H
A

ソ
ー
ラ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

チ
ー
ム
は
、
こ
の
一
元
化
さ
れ
た
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
、
発
電

量
や
光
度
値
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
を
評
価
し
ま
す
。
問
題
が

発
生
し
た
場
合
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン・チ
ー
ム
に
ア
ラ
ー
ト
が
送
ら
れ
、

迅
速
に
問
題
解
決
が
な
さ
れ
ま
す
。

環
境
へ
の
メ
リ
ッ
ト

　

メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
太
陽
光
発
電

へ
の
取
り
組
み
は
、
大
き
な
成
果
を

得
ま
し
た
。
屋
上
設
置
型
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
向
こ
う
25
年

間
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
電
気
料
金
を
10
億
4
0
0
0
万

バ
ー
ツ
以
上
削
減
す
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
数
値
は
二
酸
化
炭
素
約

2
1
0
5
億
9
2
0
0
万
ト
ン
の

排
出
を
削
減
す
る
こ
と
に
相
当
し
ま

す
。
な
ん
と
60
万
本
も
の
木
を
植
樹

す
る
の
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
、
二

酸
化
炭
素
排
出
の
影
響
を
相
殺
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

グ
リ
ー
ン
政
策
・
産
業
へ
の
参
加

　

メ
ガ
バ
ン
ナ
ー
の
利
用
者
は
、
太

陽
光
発
電
を
利
用
し
た
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、
間

接
的
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

取
り
組
み
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

W
H
A
タ
ワ
ー
本
社
に
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
歴
史

を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
活
動
を
生
み
出
し
、
教
育
、

社
会
、
環
境
と
い
っ
た
側
面
を
含
め

た
地
域
社
会
の
福
祉
を
継
続
的
に
発

展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
組

織
全
体
に
浸
透
し
、W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
企
業
文
化
の
形
成
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
顧
客
の

80
％
以
上
は
海
外
投
資
家
で
あ

り
、
投
資
プ
ロ
セ
ス
に
E
S
G
を

包
括
的
に
組
み
込
ん
で
い
る
た
め
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
多
額
の
投
資

を
国
内
に
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、

2
0
2
2
年
に
タ
イ
証
券
取
引
所

（
S
E
T
）
か
ら
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
」

や
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・

ア
ワ
ー
ド
」
な
ど
の
賞
を
受
賞
し
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
企
業
と
し
て
の

信
用
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
S
&
P
グ
ロ
ー
バ
ル

社
の「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ・イ
ヤ
ー

ブ
ッ
ク
・
メ
ン
バ
ー
2
0
2
3
」

か
ら
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

高
い
競
争
力
が
評
価
さ
れ
、「
グ
ロ
ー

バ
ル・チ
ャ
レ
ン
ジ・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
分
野
で
タ
イ
首
相
賞
も
受
賞
し

て
い
ま
す

　

今
日
の
成
功
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
未
来
を
構
想
し
、
形
作
る
の
で

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
こ
れ
ま

で
の
物
語
と
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
未
来
を
成
功
へ
と
導
い
て
い
く
の

で
す
。

屋上設置型太陽光発電プロジェクト　フェーズ2の電力購入契約（PPA）調印式。WHAコーポレーション社代表取締役会
長兼グループCEOジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（写真中央左）、WHAユーティリティ＆パワー社CEO　Somkiat 
Masunthasuwun氏（左）、中国タイヤメーカーの浦林成山輪胎タイ法人Prinx Chengshan Tire （Thailand）社社長
Zhang You Gan氏（中央右）、同副社長Wang Bing氏（右）。

プ
子
会
社
P
r
i
n
x
 C
h
e
 

n
g
s
h
a
n
 
T
i
r
e 

（
T
h
a
i
l
a
n
d
）
社
社
長

の
Z
h
a
n
g
 Y
o
u
 G
a
n

氏
は
、
フ
ェ
ー
ズ
2
（
発
電
容

量
4
.
8
0
M
W
）
の
屋
上
設

置
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

P
P
A
締
結
を
歓
迎
し
て
い
ま

す
。
P
r
i
n
x
 C
h
e
n
g
s　

h
a
n
 H
o
l
d
i
n
g
 
社
は
、

グ
リ
ー
ン
、
低
炭
素
、
高
品
質
と

い
う
国
家
の
発
展
理
念
と
グ
リ
ー

ン
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
理
念
に
積
極

的
に
応
え
、
国
内
外
で
グ
リ
ー
ン
工

場
の
建
設
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
実

践
的
な
理
念
を
持
ち
、
環
境
保
護
意

識
を
持
ち
つ
つ
、
グ
リ
ー
ン
産
業
と

伝
統
的
な
製
造
業
の
一
体
化
を
目
指

し
ま
す
。 

現
在
、
第
１
フ
ェ
ー
ズ

が
完
成
し
、
順
調
に
稼
動
し
て
い
ま

す
。
W
H
A
U
P
社
と
の
協
力
関

係
を
継
続
し
、
グ
リ
ー
ン
開
発
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
、
人
と
自

然
の
た
め
の
共
同
体
を
さ
ら
に
促
進

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
屋
上
設
置
型

太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
長

期
的
に
両
社
に
利
益
を
も
た
ら
し
、

環
境
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
第

１
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
25
年
間
の
契
約

期
間
を
通
じ
て
C
O
2
排
出
量
を

35
万
7
1
1
8
ト
ン
削
減
。
第2

フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
C
O
2
排
出
量

を
8
万
8
1
3
3
ト
ン
削
減
す

る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
と
温
室
効

果
ガ
ス
の
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。

空
の
輸
送
手
段
で
世
界
各
地
へ
の
商

品
輸
出
に
適
し
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス

も
良
好
で
す
。
W
H
A
ス
マ
ー
ト
・

エ
コ
工
業
団
地
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
き
設
計
・
開
発
さ
れ
た
W
H
A
 

E
S
I
E
 4
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
イ
ン
フ
ラ
と
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
、
通
信
、
輸
送
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
環
境
制
御
、
生
産
、
廃
水
処

理
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
備
え
て
お

り
、
バ
ン
ナ
ー
通
り
の
W
H
A
タ

ワ
ー
本
社
に
あ
る
統
合
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
U
O
C
）
で

関
連
す
る
す
べ
て
の
環
境
パ
ラ
メ
ー

タ
の
結
果
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監

視
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
、「
T
h
e U
l
t
i
m
a
t
e 

S
o
l
u
t
i
o
n f
o
r S
u
s 

t
a
i
n
a
b
l
e G
r
o
w
t
h（
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
成
長
の
た
め
の

究
極
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）」
を
目

指
す
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
使
命
に

沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

世
界
有
数
の
E
V
メ
ー
カ
ー
の

多
く
が
タ
イ
で
の
E
V
生
産
に
投

資
し
た
結
果
、
E
E
C
域
内
の
自

動
車
ク
ラ
ス
タ
ー
は
こ
こ
数
年
拡

大
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
中

国
E
V
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
タ
イ
へ

の
投
資
額
は
14
億
4
0
0
0
万

米
ド
ル
を
超
え
て
い
ま
す
。
タ
イ

は
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
な
E
V
生

産
拠
点
と
な
る
原
動
力
に
な
っ
て

お
り
、
世
界
の
E
V
ハ
ブ
と
な

る
準
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
タ
イ
投
資
委
員

会
（
B
O
I
）
は
16
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
23
件
の
E
V
生
産
工
場
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
承
認
し
て
い
ま
す
。

2
0
3
0
年
ま
で
に
、
E
V
は
タ

イ
の
自
動
車
生
産
台
数
の
30
％
、
年

間
72
万
5
0
0
0
台
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
「
C
h
a
n
g
a
n
 A
u
t
o 

S
o
u
t
h
e
a
s
t A
s
i
a
社
の

タ
イ
進
出
は
、
世
界
を
舞
台
と
し

た
E
V
産
業
に
お
け
る
タ
イ
の
存

在
感
を
際
立
た
せ
る
重
要
な
動
き

と
な
り
ま
す
。
C
h
a
n
g
a
n
 

A
u
t
o
 S
o
u
t
h
e
a
s
t 

A
s
i
a
社
は
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
イ
ン
フ
ラ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
、
積
極
的
な
E
V
政
策
、
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
対
応
す
る
統
合
物

流
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
全
幅
の

信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
で
は
、
E
V
及
び
E
V
部

品
の
主
要
生
産
拠
点
と
し
て
、
E
V

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
E
V
充
電

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
網
拡
大
と
E
V
バ
ッ

テ
リ
ー
生
産
を
支
援
し
2
0
3
0

年
ま
で
に
自
動
車
生
産
台
数
の
30
％

を
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
に
す
る
と

い
う
政
府
の
政
策
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
2
0
5
0
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
を
達
成
す
る
と
い
う
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
合
致
す

る
も
の
で
す
」
と
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
氏

は
強
調
し
ま
す
。

れ
を
妨
げ
な
い
設

計
で
あ
る
た
め
、

W
H
A
工
業
団

地
が
洪
水
の
問
題

に
直
面
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
し
て
は
、

W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
E
S
G（
環

境
・
社
会
・
ガ
バ
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　WHA コーポレーション社代表取締役会長兼グループのジャリーポーン・ジャルコーンサクンCEO、
Somyos Anantaprayoon財団関係者、WHAグループ社員らの立ち会いもと、Nikhom Sang Ton 
Eng School Rayong Province 9に対して屋上設置型太陽光発電設備と運動器具が納品しました。
　今回の寄付はWHAグループが主催する“Shine Brighter with WHA Project“の一環であり、クリー
ンエネルギーを活用して学校の光熱費を削減することでより多くの資金を教育へ投入できるようにするも
のです。
　“Shine Brighter with WHA Project“は、WHA工業団地周辺地域の市民の生活の質を向上
させるため、WHAグループとともにタイ人学生の健康と教育を支援する目的で設立されたSomyos 
Anantaprayoon財団によって運営されています。　

　寄贈式では、教室外での創造的学習を生徒らが体験。主な活動内容としては、清潔で安全な飲料水の
管理、クリーンエネルギー普及、消火訓練による事故対応、WeCycleプロジェクトの廃棄物管理、ソーシャ
ルメディアの利用、セクシュアル・ハラスメントの防止とタバコの危険などがあります。
　WHAグループでは、社会と経済の発展にはあらゆる分野での人材育成強化が必須との考えから、この
活動を継続していきます。WHAグループが最も大切とするのは「人類の進歩」です。サスティナブルな未来の
創造を目指す“WHA: WE SHAPE THE FUTURE“キャンペーンは人材育成なくしては叶わないのです。

WHAグループ
屋上設置型太陽光発電設備を学校に寄贈

　タイを代表する工業団地運営企業体であるWHAグループは、タイ工業団地公社
（IEAT）、タイ工業連盟（Federation of Thai Industries）、水環境研究所（Water 
and Environment Institute for Sustainability）の３者共催によるタイ最大級
の環境イノベーション会議・展示会「エコ・イノベーション・フォーラム2023」において
６つの工業団地がエコインダストリアルタウン賞を受賞する快挙を遂げました。この
展示会は"MIND INSPIRE for Eco 2023"というテーマの下で開催されたもので、
WHAグループの環境問題への取り組み、サスティナブルな開発促進を目的とする
革新的技術が評価されました。授賞式はBITEC （バンコク国際貿易展示場）で行わ
れました。
受賞した工業団地は以下の通りです。

１． エコ・エクセレンス部門 : WHA チョンブリ工業団地 1 
２． エコ・エクセレンス部門：WHAイースタン工業団地（マプタプット） 
３． エコ・チャンピオン部門：WHAイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン） 
４． エコ・チャンピオン部門：WHAチョンブリ工業団地2 
５． メンテナンスシステム部門：WHAイースタン・シーボード工業団地2  
６． メンテナンスシステム部門：WHAイースタン・シーボード工業団地1

　WHAグループでは長年、ビジネスの発展と環境保護に真剣に向き合ってきまし
た。当社が掲げる「サスティナブルな成長のための究極のソリューション」を通して、こ
れからもサスティナブルで繁栄する社会の創造に努めて参ります。
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4
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
で
戦
略
展
開
、23
年
成
長
目
標
達
成
に
自
信

輸
出
向
け
E
V
生
産
工
場
設
立
へ

W
H
A: 

W
E
S
H
A
P
E
T
H
E
F
U
T
U
R
E
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

C
h
a
n
g
a
n
A
u
t
o
S
o
u
t
h
e
a
s
t
A
s
i
a
と
F
D
I
契
約

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
ほ
ど
、

「
W
H
A
:
W
E
S
H
A
P
E
T
H
E

F
U
T
U
R
E
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
戦

略
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
、
工
業
開
発
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ

ィ
＆
パ
ワ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
を
活
用

し
、
タ
イ
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
未
来

を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
2
0
2
3
年
上
半
期
に
は
全
ビ
ジ

ネ
ス
ハ
ブ
が
好
調
な
業
績
を
達
成
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
2
0
2
3
年
の

最
終
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
略
計

画
が
今
回
開
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
デ

ジ
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
、
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
っ
た
３
つ
基

幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
を
背
景
に
、

M
i
s
s
i
o
n
t
o
t
h
e
S
u
n

で
掲
げ
た
2
0
2
4
年
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
企
業
に
な
る
と
の
目
標
達
成
も
確
実

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
代
表

取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ

ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク

ン
氏
は
、「
W
H
A
:
W
E
S
H
A
P
E

T
H
E
F
U
T
U
R
E
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
つ
い
て
、
タ
イ
経
済
の
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
な
成
長
と
い
う
究
極
の
目
標
に
向

け
、
国
家
の
繁
栄
、
人
々
の
キ
ャ
リ
ア

と
収
入
の
機
会
、
生
活
の
質
（
Q
O
L
）

と
社
会
の
向
上
を
創
造
す
る
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
同

氏
は
さ
ら
に
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、

4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
に
構
築
さ
れ
て

い
る
強
固
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
革
新
的
ビ
ジ
ネ
ス
や
産
業
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
し
、
投
資
家
や
産
業
界

に
対
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創
出
。

そ
の
う
え
で
、
タ
イ
の
競
争
力
を
高
め
、

世
界
の
投
資
家
か
ら
「
世
界
最
高
の
投

資
先
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
努
力

す
る
と
強
調
し
ま
す
。
外
国
直
接
投
資

（
F
D
I
）
の
誘
致
は
、
タ
イ
の
経
済
効

率
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
推
進
す

る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
の
こ
と
で
す
。

　
「
W
H
A
:
W
E
S
H
A
P
E

T
H
E
F
U
T
U
R
E
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
創
業
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
実
践
し
て
き
た
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
な
開
発
に
基
づ
き
、「
T
h
e

U
l
t
i
m
a
t
e
S
o
l
u
t
i
o
n

for
Sus
ta
ina
b
le
Grow

t
h
（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
成
長
の
た

め
の
究
極
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
な

る
こ
と
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
の
事
業
方

針
と
一
致
し
ま
す
。
達
成
の
た
め
の
枠

組
み
と
し
て
、
優
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
、
戦
略
的
な
人
的
資
本
、

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
、
天
然
資
源
保
護
を
基
盤
と
し
て
、

企
業
及
び
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
た
め
長
期
的
に
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

な
価
値
と
成
長
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
一
方
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
9

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
な
る
「
M
i
s

s
i
o
n
t
o
T
h
e
S
u
n
」
を

継
続
し
て
推
進
し
、
2
0
2
4
年
に
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
と
な
る
べ
く
、
新
た

な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
組
織
や

労
働
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
具
体
的
な
進
展
を
見
せ
て
い
る
中

核
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
以
下
の
グ
リ

ー
ン
物
流
、
デ
ジ
タ
ル・ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う

３
事
業
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
グ
リ
ー
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
︱

E
V
フ
リ
ー
ト
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
E
V
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
E
V
運
行
を
管
理
す
る
デ
ジ
タ
ル・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
タ
ワ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
を
高
め
、
長
期
的
に
タ

イ
の
物
流
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
物
流

事
業
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
︱
サ

ミ
テ
ィ
べ
ー
ト
病
院
と
共
同
で
開
発
し

た
デ
ジ
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
「
W
H
A
b
i
t
」
に
よ

り
幅
広
い
健
康
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
自
分
の

健
康
記
録
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、

医
療
専
門
家
と
の
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る

診
断
・
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な
ど
総
合
的

な
健
康
管
理
が
で
き
ま
す
。

●
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー　
︱　

各
事
業
拠
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
に
と
り
最
も
有
益
な
資
源
の
利

用
を
促
進
し
、
作
業
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
作
業
効
率
と
生
産
性
を
向
上
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
を
廃
棄
物
発

電
所
に
供
給
す
る
な
ど
工
場
か
ら
排
出

さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
を
別
の
工
場
の
原

材
料
と
す
る
こ
と
で
企
業
に
と
り
採
算

が
と
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
る
ア
イ
デ
ア
を
収
集
し
ま
す
。

2
0
2
3
年
上
半
期
、
W
H
A
グ
ル

ー
プ
は
総
売
上
高
お
よ
び
利
益
シ
ェ
ア

が
56
億
バ
ー
ツ（
前
年
同
期
比
27
％
増
）、

純
利
益
が
13
億
9
,
0
0
0
万
バ
ー
ツ

（
同
46
％
増
）
と
な
る
な
ど
、
素
晴
ら
し

い
業
績
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
の
成
長

は
、
4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
す
べ
て
に

わ
た
る
好
調
な
業
績
を
反
映
し
た
も
の

で
、
特
に
産
業
開
発
事
業
が
予
想
を
上

回
る
業
績
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
同

社
は
2
0
2
3
年
度
末
の
目
標
値
を
年

初
設
定
か
ら
上
方
修
正
し
ま
し
た
。

　
「
下
半
期
は
経
済
動
向
が
明
る
い
方
向

へ
向
か
う
と
予
想
さ
れ
、
2
0
2
3
年

末
の
業
績
目
標
を
達
成
で
き
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
2
0
2
4

年
ま
で
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
と
し
て
、

主
要
な
事
業
分
野
で
の
能
力
強
化
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ

の
事
業
方
針
で
あ
る
「
W
H
A
:
W
E

S
H
A
P
E
T
H
E
F
U
T
U
R
E（
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
成
長
の
た
め
の
究
極
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推

進
し
、
人
々
、
社
会
、
タ
イ
国
の
安
定

し
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
未
来
づ
く
り

の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
」
と
ジ
ャ
リ

ー
ポ
ー
ン
氏
は
話
し
て
い
ま
す
。

︻
W
H
A
:
W
E
S
H
A
P
E
T
H
E

F
U
T
U
R
E
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
核

事
業
︼

●
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
:
E
V
、
e

コ
マ
ー
ス
、
新
S
カ
ー
ブ
産
業
、
長
期

的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
、
グ
リ
ー
ン
・
ロ
ジ

　WHAコーポレーション社の役員と従業員はこのほど、タイ工業団地公社
（IEAT）がWHAイースタン・シーボード工業団地2（WHA ESIE 2）で開催した植
樹活動 “Let's Zero Together, Planting for a Sustainable Future“に参加
しました。99ライの土地に合計1万4550本を植樹することで、温室効果ガス（二酸
化炭素）を131トン削減することに貢献。今回の活動はネットゼロ・エミッションに取り組む当社の使命に沿ったものとなります。

　WHAグループは、地域社会のニーズに対応することで、地域社会の発展に配慮してきました。教育、健康、スポーツ、安全、環境保護を促
進するさまざまな活動を展開し支援することで、地域社会のウェルビーイングに貢献します。

エコ・イノベーション・フォーラム2023
WHA工業団地が
エコインダストリアルタウン賞を受賞 

WHAグループ、IEATと共同で植樹を実施
Let’s Zero Together Project

CSR

　WHAイースタン・シーボード工業団地２（WHA ESIE２）とWHAイー
スタン・シーボード工業団地3（WHA ESIE 3）はこのほど、「環境影響評価

（EIA）モニタリング　アワード2023」で優秀賞を受賞。EIA2023年報告
書に沿った同社の真摯な環境管理とサスティナブルな事業開発への注力
が評価されました。

　WHA ESIE２を代表して優秀賞を受け取るWHAインダス
トリアル・デベロップメント社工業団地事業部長のRakphol 
Kangnoy氏（左）。右はJatuporn Buruspat天然資源・環境省
次官。

　WHA ESIE 3を代表してWHAインダストリアル・デベロップメ
ント社COO のPajongwit Pongsivapai氏（写真左）が、天然資
源・環境省事務次官Jatuporn Buruspat氏（右）より優秀賞を
受け取りました。

WHA イースタン・シーボード
工業団地２＆3
「EIAモニタリング大賞2023」
で優秀賞受賞

ス
テ
ィ
ク
ス
や
グ
リ
ー
ン
認
証
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
を
含
む
全
て
の
事
業
に
お
け
る
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
実
践
な
ど
、
成
長
産
業

に
焦
点
を
当
て
、
タ
イ
で
の
事
業
拡
大

を
追
求
す
る
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
新
た

な
機
会
を
模
索
し
続
け
ま
す
。
W
H
A

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、
2
0
2
3
年
度

末
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
契
約
面
積

の
目
標
を
20
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
所
有
・

管
理
資
産
の
総
面
積
を
2
9
0
万
平
方

メ
ー
ト
ル
に
設
定
し
ま
し
た
。

●
オ
フ
ィ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
:

バ
ン
コ
ク
の
一
等
地
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
拡
大
し
続
け
て
お
り
、

現
在
、
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
、

総
面
積
は
12
万
平
方
メ
ー
ト
ル
超
と
な

っ
て
い
ま
す
。
サ
ト
ー
ン
通
り
B
T
S

ス
ラ
サ
ッ
ク
駅
近
く
に
あ
る
3
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ

ッ
プ
や
、
サ
ト
ー
ン
通
り
に
建
設
中
の

6
9
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
商

業
施
設
建
設
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

●
工
業
開
発
事
業
:
タ
イ
で
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
広
げ
、
ベ
ト
ナ
ム
で

の
国
家
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
拡
大
す
る
一

方
、
先
進
的
な
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業

団
地
や
高
価
値
の
工
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社

は
現
在
、
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
で
13
の
工

業
団
地
を
運
営
し
て
お
り
、
総
面
積
は

7
万
1
3
0
0
ラ
イ
に
及
び
ま
す
。
タ

イ
で
は
工
業
団
地
１
件
と
3
つ
の
拡
張

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
、
総
面
積

は
5
7
0
0
ラ
イ
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
現
在
、
工
業
用
地
の
需

要
増
に
対
応
す
る
た
め
、
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン
第
2
期

（
面
積
2
2
1
5
ラ
イ
）
の
建
設
が
加

速
し
て
お
り
、
さ
ら
に
2
件
の
工
業
団

地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
許
可
を
申
請

し
て
い
ま
す
。
投
資
資
金
の
移
転
が
進

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
同
社
は
タ
イ

と
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
2
0
2
3
年
末

の
土
地
売
却
目
標
を
、
年
初
に
発
表
し

た
1
7
5
0
ラ
イ
か
ら
2
7
5
0
ラ

イ
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

●
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
事
業
:

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
に
つ
い
て
は
、

グ
ル
ー
プ
の
工
業
団
地
と
と
も
に
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト　

ラ
ヨ
ー
ン

（
W
H
A
I
E
R
）
で
は
、
配
水
能
力

3
0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
廃
水
処
理

能
力
1
9
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
/
年

の
浄
水
場
と
廃
水
処
理
施
設
を
建
設
中

で
、
2
0
2
3
年
第
4
四
半
期
に
商

業
運
転
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
付
加
価
値
の
高
い
水
製
品
に
焦
点

を
当
て
た
製
品
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
大
を
続
け
、
W
H
A
の
工
業
団
地
以

外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
も
目
指
し
て
い

ま
す
。
直
近
で
は
、
W
H
A
イ
ー
ス
タ

ン・シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
4
（
W
H
A

E
S
I
E
4
）
の
主
要
顧
客
に
合
計

4
6
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
プ
レ
ミ
ア

ム
清
澄
水
を
供
給
す
る
契
約
を
2
件
獲

得
し
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
末
の
工
業

用
水
、
付
加
価
値
水
、
廃
水
処
理
量
の

供
給
は
、
合
計
1
億
6
8
0
0
万
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
電
力
事
業
で
は
タ
イ
で
の

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
拡
大
、
ベ
ト
ナ
ム
で

の
事
業
拡
大
や
海
外
で
の
新
市
場
開

拓
を
目
指
し
、
革
新
的
で
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
実
践
を
継
続
し
つ
つ
、
バ

ッ
テ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

（
B
E
S
S
）、
グ
リ
ー
ン
水
素
、
排
出

権
取
引
、
C
C
U
S
技
術
な
ど
の
新
S

カ
ー
ブ
産
業
で
新
た
な
機
会
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
度
末
ま
で
に
、

総
発
電
容
量
1
9
2
M
W
の
屋
上
設
置

型
太
陽
光
発
電
設
備
の
電
力
購
入
契
約

（
P
P
A
）を
複
数
社
と
結
ぶ
予
定
で
す
。　

3
0
0
M
W
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
目
標
に
、
合
計
8
4
7
M
W
の

P
P
A
獲
得
と
な
り
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
:

W
H
A
グ
ル
ー
プ
内
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
リ
ー
ド
し
、
力
強
い
成
長
と
、
す

べ
て
の
事
業
部
門
の
事
業
運
営
を
強
化

し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
に
お
け
る
新

パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
は
、
グ
ル
ー
プ
の
他
の
3
つ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
と
協
力
し
、
太
陽
光
発

電
監
視
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
や
性
能
検
出

装
置
、
分
析
ツ
ー
ル
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
、
配
水
シ
ス
テ
ム
用
ス
マ
ー
ト
デ

バ
イ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
W
H
A
b
i
t
の
継

続
的
な
改
善
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

原
動
力
と
す
る
新
た
な
付
加
価
値
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
中
国
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
長
安
汽
車
の
子
会
社
で
あ
る

C
h
a
n
g
a
n
A
u
t
o
S
o
u
t

h
e
a
s
t
A
s
i
a
社
と
土
地
売
買
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。
C
h
a
n
g
a
n

A
u
t
o
S
o
u
t
h
e
a
s
t
A
s
i
a

社
は
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
に

あ
る
W
H
A
工
業
団
地
イ
ー
ス
タ
ン・

シ
ー
ボ
ー
ド
4
（
W
H
A
E
S
I
E

4
）
に
2
5
0
ラ
イ
（
99
エ
ー
カ
ー
）

の
E
V
製
造
工
場
を
設
立
し
ま
す
。

同
契
約
は
、
2
0
2
3
年
の
重
要
な

外
国
直
接
投
資
（
F
D
I
）
の
一
つ
で
、

タ
イ
の
卓
越
し
た
潜
在
能
力
と
総
合
的

な
投
資
誘
致
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
高
度
な
イ
ン
フ
ラ
と
環
境
管
理
シ

ス
テ
ム
を
完
備
し
た
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団
地
が
、

将
来
の
産
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
世

界
最
高
の
工
業
団
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。
今
回
の
契
約

は
タ
イ
が
世
界
有
数
の
E
V
ハ
ブ
と
な

る
た
め
の
新
た
な
前
進
を
意
味
し
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
、
在
タ
イ
中
華
人
民

共
和
国
大
使
館
経
済
商
務
部
参
事
官

Z
h
a
n
g
X
i
a
o
x
i
a
o
氏
が
臨

席
さ
れ
、
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
社
代
表
取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ

ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
、
C
h
a
n
g
a
n

A
u
t
o
S
o
u
t
h
e
a
s
t
A
s
i
a

社
社
長
兼
C
h
a
n
g
a
n
A
u
t
o

s
a
l
e
s
（
T
h
a
i
l
a
n
d
）
社
社

長
S
h
e
n
X
i
n
g
h
u
a
氏
が
契
約

書
に
署
名
し
ま
し
た
。

S
h
e
n
X
i
n
g
h
u
a
氏

は
、　　
　
　
　
　
　

「
タ
イ
に
E
V
製
造
工
場
を
設
立
す

る
に
あ
た
り
、
B
O
I
の
支
援
の
下
、

W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド

工
業
団
地
４（
W
H
A
E
S
I
E
４
）

の
土
地
売
買
契
約
を
締
結
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
タ
イ
へ
の
信
頼

と
W
H
A
E
S
I
E
4
の
戦
略
的

立
地
、
こ
の
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
工

業
団
地
開
発
業
者
W
H
A
グ
ル
ー
プ

の
評
判
な
ど
を
考
慮
し
、
決
断
に
至
り

ま
し
た
。
W
H
A
E
S
I
E
4
は
、

E
E
C
の
中
で
抜
群
の
立
地
に
位
置

し
、
質
の
高
い
労
働
力
、
ワ
ー
ル
ド
ク

ラ
ス
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
や
サ
ー
ビ

ス
、
交
通
網
や
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お

り
、
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、

E
E
C
に
お
け
る
自
動
車
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
の
拡
大
に
お
い
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ

て
が
、
私
た
ち
の
投
資
決
定
を
裏
付
け

る
重
要
な
要
素
で
し
た
。

　

第
１
フ
ェ
ー
ズ
で
は
88
億
6
2
0
0

万
バ
ー
ツ
以
上
を
投
資
し
、
B
E
V
、

P
H
E
V
（
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
）、
R
E
E
V
（
航
続
距
離
延

長
型
E
V
）
な
ど
の
右
ハ
ン
ド
ル
車

両
用
の
製
造
工
場
を
建
設
す
る
予
定

で
す
。
ま
ず
は
タ
イ
市
場
に
参
入
し
、

A
S
E
A
N
諸
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
英
国
、
南

ア
フ
リ
カ
に
輸
出
し
て
い
き
ま
す
。
年

間
生
産
台
数
10
万
台
で
、
2
0
2
5

年
の
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

一
方
、
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
氏

は
「
C
h
a
n
g
a
n
A
u
t
o

S
o
u
t
h
e
a
s
t
A
s
i
a
社
が
、

タ
イ
に
新
た
な
E
V
生
産
拠
点
を
設

立
す
る
に
あ
た
り
、
W
H
A
グ
ル
ー

プ
を
信
頼
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

選
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
こ
の
契
約
締
結
は
、
タ
イ
自
動
車

産
業
の
将
来
と
経
済
発
展
を
促
進
す
る

上
で
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
大

き
な
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
同
時

に
、
タ
イ
が
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
海
外
投

資
先
と
し
て
ア
ジ
ア
で
最
も
望
ま
し
い

国
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

す
」
と
応
じ
ま
し
た
。

　
敷
地
面
積
2
4
4
3
ラ
イ（
9
6
5

エ
ー
カ
ー
、
3
9
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の

W
H
A
E
S
I
E
4
は
、
W
H
A
グ

ル
ー
プ
に
と
り
、
タ
イ
で
9
番
目
に
開

発
さ
れ
た
工
業
団
地
で
す
。
E
E
C
域

内
の
戦
略
的
な
立
地
に
あ
り
、
陸・海・
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